
宇田裕紀さん 

 

1.    経営形態（作目） 

 サニーレタス、オクラ、メロン、イチジク、キュウリ 

 

2.    就農までの道のり 

農業高校を卒業し、滋賀県の専門学校に入学。2年間農

業を学び、卒業後は農業大国である茨城県でさらに 2年

間経験を積み組織を学びました。 

その後、自分自身関西出身であることから、関西で独立

就農したい気持ちがあったため、滋賀県で独立就農し

ていた専門学校の同級生の元で就農し、2、3 年後には

独立就農したいと思いを伝え、2年間勉強をさせてもら

いました。2年目の初めから土地を探し始めていたとこ

ろ、草津市でハウスの空きが出てくるというお話をい

ただき、独立を決断しました。 

 

3.    就農して大変だったこと・やりがい 

就農して大変だったことは、一番はやはり肉体労働であること。野菜が入ったカゴを持ち上げるとき、

肥料をふるとき、スコップを使う時など、とにかく力仕事が多い。 

夏の猛暑日の畑仕事やハウス仕事も大変で、これに関しては本当に危険なレベルなので早朝仕事をして

お昼は休むというスタイルにしています。 

自分が一から育てた作物を収穫した時に一番やりがいや達成感を感じる。野菜の日々の成長を感じられ

るのも良い。さらに消費者さんの声がモチベーションにつながっています。 

 

4.    栽培や経営の工夫 

化成肥料、農薬は最小限に、有機肥料を使用し栽培したいと考えています。何事にも効率よく、全力で楽

しく経営したい。 

 

5.    今後の目標 

SNSなどを積極的に活用して、知名度をあげる。直売で対

面販売することで、「安心」を得る。京都、大阪などにも

販路を広げる。 

収穫体験などを行い、農業の楽しさを知ってもらう。野

菜がどうやってできているか、消費者さんに届くまでに

どうなっているのかなどの食育活動もしたい。 

自分自身、音楽ライブが好きなので、農業で音楽フェス

に参入したいと考えています。 

 

6.    就農前にしておけば良かった事 

お金の勉強をしておけばよかったなと思う。お金の勉強は義務教育ではなかったので、あまり触れるこ

となくいままで生活してきましたが、いざ経営するとなると、数字との戦いばかりで数字が苦手だった

僕はとても苦労しました。いまでは少し理解していますが、まだまだわからない事が多いので、これか

ら経営していく中で勉強していきたいと思います。 

 

7.    これから農業を始めたい方へのアドバイス 

ぼんやりでもいいので、目標を決めておく。 

→目標があることで、日々のモチベーションにつながる 
 
•いろいろな農家さんをみて参考にする。 
→自分にあったところをみつける。（例 経営スタイル、理念、栽培作物など） 
 

８.    宇田さんのお野菜はどちらで購入できますか？ 
道の駅草津や JAレーク滋賀の直売所、海と大地内にある「旬の駅」、わくわく広場で販売予定です。 

 


